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国際病理アカデミー日本支部会長　小田義直

国際病理アカデミー日本支部（JDIAP）の会員の皆様，
平素よりお世話になっております．今年は年頭より能登
半島地震や羽田空港での航空機事故など大変な出来事が
起こりましたが，皆様におかれましては新しい年が始ま
り，心新たな決意で一年を迎えられていることと思いま
す．2023年は新型コロナウイルスによるパンデミック

が 収 ま り つ つ あ っ た こ と か ら， 秋 期 病 理 学 会 で のInternational Poster 
Session （IPS）はアジアの若手病理医に直接来日してもらいましたし，教育
セミナーも久しぶりに現地対面開催の方式で行いました．今後の教育セミ
ナーに関しては皆様のご意見を反映して，現地対面開催のみでなく，ハイブ
リッドやオンデマンド方式も検討してゆきたいと思います．

今年もJDIAPでは数多くの国内の病理診断に関する教育事業（ 3 月名古屋
での病理学会総会時のJDIAPコンパニオンミーティング， 6 月の病理診断・
剖検講習会から構成されるふぁんだめんたる，11月東京での秋期病理学会
に連動した病理診断講習会とスライドセミナーより構成される教育セミ
ナー）と海外との国際交流事業（ 4 月の日本・台湾合同スライドカンファ
レンスおよび11月の秋期病理学会でのIPS）を企画しています．多くの皆様
の参加をお願いいたします．

2 年後の2026年に福岡開催予定のIAP国際会議のためのロゴが決定しまし
た（ロゴ写真），今年の10月にはメキシコのカンクンでIAP国際会議が開催
されます．2026年福岡国際会議のために，カンクンでの会議の運営などを
含めてしっかりと視察を行い，福岡大会の宣伝も行う予定です．また多くの
JDIAP理事がカンクン大会に参加予定で，主催者側から付与されたプログラ

2024年を迎えて
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ム枠を使って企画されたJDIAPセッションでの講
演を行うことにより，JDIAPのプレゼンスを世界
に示し，2026年福岡大会の呼び水にしたいと考
えております．

昨今，病理医を取り巻く状況は，科学技術の進
歩とともに劇的に大きく変わりつつあります．次
世代シーケンサーの導入によるがんゲノム医療の
進展，病理組織標本のデジタル化，人工知能の画
像診断領域への参入などがあげられJDIAPもこれ
らの潮流にうまく乗っていく必要があるのではな
いかと思います．私のJDIAP会長の任期は今年で
最後となりますが，

本年も皆様の変わらぬご支援とご協力を賜りま
すようお願い申し上げ，健康で充実した一年であ
りますよう心からお祈りしております．

2024年IAP日本支部新理事・役員一覧

理事・役員
会長 小田　義直
 九州大学大学院医学研究院
 形態機能病理学
前会長 吉野　正
 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
 病理学
副会長 清川　貴子
 東京慈恵会医科大学病理学講座
次期会長 都築　豊徳
 愛知医科大学医学部病理診断学講座

常任幹事 原田　憲一
 金沢大学医薬保健研究域医学系
 人体病理学
広報担当 久岡　正典
 産業医科大学医学部第 1 病理学
教育担当 羽賀　博典
 京都大学医学部附属病院 病理診断科・
 病理部
学術奨励賞担当
 長尾　俊孝
 東京医科大学人体病理学
合同会議担当
 森谷　卓也
 川崎医科大学病理学
理事 湊　　宏
 石川県立中央病院病理診断科
 柳井　広之
 岡山大学病院病理診断科
 相島　慎一
 九州大学大学院医学研究院
 構造病態病理学分野
 南口　早智子
 京都大学医学部附属病院病理診断科・
 病理部
 近藤　哲夫
 山梨大学医学部人体病理学
 渡邊　麗子
 聖マリアンナ医科大学病理学
 牛久　哲男
 東京大学大学院医学系研究科
 人体病理学・病理診断学
会計監事 加藤　良平
 伊藤病院病理診断科

目　　次

1 ．新年を迎えて   小田義直 　  1
2 ．2024年IAP日本支部新理事・役員一覧   金沢事務局 　  2
3 ．新理事抱負   牛久哲夫・渡邊麗子・近藤哲夫 　  4
4 ．第62回タイIAP-Thailand総会に参加して   南口早智子 　  4
5 ．2023年病理学教育セミナー（病理診断講習会とスライドセミナー）開催報告   羽賀博典 　  5
6 ．第 8 回日台合同スライドカンファレンスのご案内    6
7 ．事務局よりお知らせ   東京・金沢事務局 　  7
8 ．IAP日本支部入会の案内   金沢事務局 　  7
9 ．Upcoming Meetings    8
10．JDIAP賛助会員（再掲）    8
11．編集後記   湊　宏 　  8

2



広報委員会
委員長 久岡　正典
 （ブレチン担当）
副委員長 森谷　卓也 
委員 湊　　宏 
委員 柳井　広之 
委員 近藤　哲夫
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教育委員会
委員長 羽賀　博典 
副委員長 近藤　哲夫 
委員 久岡　正典 
委員 九嶋　亮治
 滋賀医科大学臨床検査医学講座
委員 相島　慎一 
委員 南口　早智子 
委員 牛久　哲男 
委員 松原　修
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委員長 長尾　俊孝 
副委員長 相島　慎一 
委員 湊　　宏 
委員 牛久　哲男 
委員 山元　英祟
 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科
 病理学
外部委員 （日本病理学会から 1 名）
外部委員 （日本臨床細胞学会から 1 名）

Award選考委員会
委員長 松原　修
 平塚共済病院病理診断科
副委員長 長村　義之
 日本鋼管病院病理診断科
委員 岩崎　宏
 福岡大学医学部総合医学研究センター
委員 橋本　洋
 ㈱臨床病態医学研究所

理事指名委員会
委員長 吉野　正 
副委員長 加藤　良平 
委員 松原　修 
委員 長村　義之 
委員 清川　貴子 
委員 都築　豊徳 
委員 原田　憲一 
委員 南口　早智子 

合同会議実行委員会
委員長 森谷　卓也 
副委員長 柳井　広之 
委員 南口　早智子 
委員 渡邊　麗子 
委員 山元　英崇 
委員 山口　浩
 埼玉医科大学病院病理診断科
委員 渡辺　みか
 東北公済病院病理診断科

米国交流委員会
委員長 M. Mino-Kenudson
 Massachusetts General Hospital, 

Boston
委員 木田　正俊
 University of Vermont College of 

Medicine
委員 大島　喜世子
 Johns Hopkins Bayview Medical 

Center
委員 原田　秀子
 T h e  Un i v e r s i t y  o f  A l ab am a  a t 

Birmingham

COI委員会
委員長 小田　義直 
委員 清川　貴子 
委員 原田　憲一 
委員 羽賀　博典 

IAP本部 
Vice President Asia 松原　修 
Past President 長村　義之 
Past President 牛込　新一郎 

IAP日本支部事務局  
JDIAP事務局 平尾　みゆき
 〒162-0801 東京都新宿区山吹町358- 5
 アカデミーセンター
 TEL：03-6824-9374
 FAX：03-5227-8631
 E-mail：jdiap-post@as.bunken.co.jp
公認会計士事務所
 香川　誉夫
 kagawa-cpa@dab.hi-ho.ne.jp
金沢事務局長
 原田　憲一
 kenichih@med.kanazawa-u.ac.jp
担当 玉野　裕子
 kanazawa.office@iapjapan.org
東京事務局長
 松原　修
 matsubara@iapjapan.org
担当 大塚　茉子
 tokyo.office@iapjapn.org
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新理事の抱負
東京大学大学院医学系研究科
人体病理学・病理診断学　　

牛久哲男

国際病理アカデミー日本支
部（JDIAP）会員の皆様，新
理事に就任させて頂きまし
た，東京大学の牛久哲男でご

ざいます．私が初めて参加した国際学会は2002
年のアムステルダムIAPでのポスター発表でし
た．当時を思い出すと，国際学会への参加は様々
な面でハードルが高く感じましたが，実際に参加
すれば大変楽しく有意義な経験となり，その後の
留学や海外の病理医達との交流につながっていま
す．これからは新理事として国際交流事業や教育
セミナーをはじめとしたJDIAPの活動に微力なが
ら貢献しつつ，会員の皆様と一緒に病理医として
のキャリアを発展させていきたいと考えておりま
す．今後の大きなイベントと言えば，2026年に福
岡でIAP-congressが開催されますので，小田理事
長の指揮のもとに一丸となって準備を進め，素晴
らしい会となるよう尽力したいと思います．IAP-
congressをはじめ，様々なJDIAP関連イベントに
奮って参加頂けますようよろしくお願いします．

聖マリアンナ医科大学病理学
　渡邊麗子

この度IAP日本支部理事に
就任いたしました，聖マリア
ンナ医科大学病理学，渡邊麗
子です．皆様のご支援に改め
てお礼申し上げます．自分は

長年IAP日本支部の恩恵を受けてきた身であり，
高名な先生の講義を対面で聴講できるIAPスライ
ドセミナーへの参加は，貴重な機会であり大きな
励みでありました．近年では，配布教育標本は
WSIへと姿を変え，各種セミナーもwebで聴講で
きる環境が特殊なことではなくなりました．しか
しながら，IAP日本支部がこれまで継続してきた
国際交流活動や若手支援に関わる企画は，将来の
日本の病理学を支え牽引していく世代の育成に欠
かせない活動と考えます．これからは，国内外の
病理医が交流し学術活動を推進する機会を提供し
続けてきたIAP日本支部の精神を大切にし，会員
の皆様へ有益な経験につながる事業の継続・発展
に，微力ながらも努力していきたいと考えます．
どうぞよろしくお願いいたします．

山梨大学医学部人体病理学
　近藤哲夫

2 期目のIAP日本支部理事
を拝命いたしました． 1 期
目で培った経験を活かし会員
の皆様のお役にたつ企画，情
報を提供できるようより一層

の尽力をさせていただく所存です．コロナ禍が沈
静化しつつありますが，ハイブリッドを含んだオ
ンラインのセミナーの需要は今後も続くと思われ
ます．一方で病理学の分野において情報過多，複
雑化は加速化しており，個々の病理医に適した効
率的な情報選択も求められるようにもなりまし
た．ポストコロナ時代のUnmet Pathologist Needs
を発掘し，JDIAPの活動に反映させていきたいと
思います．また対面での国際交流企画が再開され
ていきますが，JDIAPの伝統ある交流活動も大事
にしていきたいと思います．JDIAPの活性化に向
けて引き続きご指導ご鞭撻を賜りますよう心より
お願い申し上げます．

第62回IAP-Thailand総会に
参加して
京都大学医学部附属病院病理診断科

南口早智子

昨年11月 8 ～10日にタイ，バンコクのCentara 
Grand at Central Plazaで 開 催 さ れ たThe 62th 
Annual Meeting of International Academy of 
Pathology-Thailand （https://www.iapthailand.
com/meeting2023）に参加した経験を報告致し
ます．

今回の講演依頼は，タイのChulalongkorn University
産婦人科のDr. Natkrita Pohthipornthawat （Nat）
が，2017年頃に婦人科手術の研修と共に約半年
間病理の勉強をしたい，と当科に来てくださった
ことが縁でした．毎週 1 回，全ての産婦人科領
域の病理標本を見直してカンファレンスの準備を
するのですが，それを一緒に鏡検し，discussion
するのはお互い非常に楽しい時間でしたし，Nat
と私は大変気が合って，現在まで折に触れて交流
がありました．Natの施設では婦人科医が婦人科
検 体 の 病 理 診 断 を 行 う の で， 米 国 のBrigham 
Womenʼs Hospitalなどでも研修しており，非常
に優秀でこちらが教えることなどありませんでし
た．彼女は，タイではほとんど診断経験がない胃
型子宮頸部腺癌と胎盤病理が印象に残ったらし
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く，私は “Uterine cervical adenocarcinoma, gastric-
type” と “Life-threatening placental lesions” を
40分ずつ話すことになりました．今回は英語原
稿を準備して覚え，スライド枚数も実質40枚に
抑え，英語の上手い留学生にご指導頂いて練習し
ながらなんとか当日を乗り切りました．IAP福岡
2026の宣伝ミッションも遂行しました！

さて，IAP-Thailand総会は国際的で大変立派な
学会でした．Thailand-IAPはタイ病理学会の国際
交流部門としての位置付けであり，国際セミナー
や国際交流を一手に引き受ける部門ということで
した．講師は，米国10名，ポルトガル 2 名，韓
国 1 名，日本 1 名，香港 1 名，タイ 8 名で領域
は 3 日間に亘りますので，細胞診も含めた全領
域の英語講演が組み込まれていました．参加者も
タイだけでなく，近隣のアジア諸国から主に病理
医が参加し，オンデマンド参加者も併せて300名，
20カ国以上の国から参加しているとの発表があ
りました．ホテルの大広間を 3 つに区切り，同
時進行にて 3 講演が行われ，USCAPに参加して
いるかと思うほどの設備でしたし，全部は参加し
ていませんが，最先端の講演内容でした．自身の
講演後は，ベトナムの病理や産婦人科のレジデン
トの方々が質問や感想を述べに来て下さり，今年
5 月にベトナムに講演に行くことになりました．
多くの企業展示もあり，資金が十分に確保されて
いることや，事務局も多くの大学関係者と学会専
門業者が関わり，非常に円滑に行われていること
にも感銘を受けました．自分が裏方をやるように
なったおかげで，そちらの方も強く印象に残って
います．ポスターはe-posterなのでdiscussionは
できませんが，大画面を操作して見ることができ

るようになっており，非常にこれも興味深い症例
ばかりでした．

日本がアジアでどの立ち位置にいるのか……実
は不安になるほど会場の参加者は積極的でした．
英語で医学教育を受け，発表するアジア諸国の若
い先生方のエネルギーを頂くと共に，日本の先生
方にも刺激を受けてほしいと思いました．自分の
講演が終わった安堵よりも，多くの方が国際交流
にも参加していただけるよう努力しよう，という
思いの方が強くなった機会でもありました．

2023年病理学教育セミナー（病理診断
講習会とスライドセミナー）開催報告

教育委員長　羽賀博典

日時：2023年（令和 5 年）11月11日（土曜日）
場所：九州大学医学部百年講堂

2023年の病理学教育セミナーは，第69回日本
病理学会秋期特別総会（会長：矢野博久先生・久
留米大学医学部病理学講座）の翌日に，九州大学
にて開催致しました．2020年以降はオンライン
のみの開催が続いていたため，四年ぶりの対面開
催となりましたが，講師の先生方，会場運営の担
当者，参加者のご協力のおかげでスムーズに進行
することができました．ご協力に心より感謝申し
上げます．

午前中の病理診断講習会のテーマは「頭頸部腫
瘍病理の新基軸」でした．長尾俊孝先生と湊宏先
生がモデレータとイントロダクション講演を担当
し，続いて，藤井誠志先生の「口腔・上気道の粘
膜病変」，山元英崇先生の「上気道腫瘍における
HPVの関与と新規概念」，中黒匡人先生の「唾液
腺腫瘍の補助検査を活用した病理診断」の 3 つ
の教育講演が行われました．

午後のスライドセミナーは，同時に 4 つの部
屋を使った前半，後半の入れ替え制で 8 名の講
師の先生方が担当されました．内容は，元井紀子
先生の「肺腫瘍の病理診断」，近藤哲夫先生の「甲
状腺腫瘍」，田中健大先生の「リンパ腫　－節外
性－」，鍋島一樹先生の「胸膜／腹膜　中皮腫と
その鑑別疾患」に続き，堀井理絵先生の「乳腺針
生検の病理診断」，加藤哲子先生の「卵巣腫瘍の
病理」，牛久哲男先生の「胃腫瘍の病理診断」，横
尾英明先生の「脳腫瘍の病理」でした．

受講申込者数は，午前の病理診断講習会が163
名，スライドセミナー前半が135名，後半が126
名と，例年と比べて少なめとなりました．前の週

講演後ホッとした筆者（左）と世界遺産アユタヤの
ワット・プラ・マハタートでNatと民族衣装コスプ
レ中（右）
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に同じ福岡市内で臨床細胞学会秋期大会が開催さ
れたことも少なからず影響したと思いますが，オ
ンライン開催に慣れた会員に対して，対面開催の
良さを十分にアピールできなかったことが反省点
として残りました．参加者からのアンケートの中
からも，今後はハイブリッドを含めたオンライン
開催を希望する声が少なくありませんでした．こ
こ数年，学会主催のウェビナーが一般的になった
ことで，対面形式のセミナー開催には，Web開催
にはない付加価値を求められるようになったこと
は否めません．少人数での対面セミナー開催では，
より気軽に質問できる，参加者同士の交流がしや
すい，といったメリットもありましたが，2024
年以降の病理学教育セミナーの開催には課題が残
されていると感じています．

第 8 回日台スライド
カンファレンスのご案内

合同会議実行委員会委員　南口早智子
京都大学医学部附属病院病理診断科　羽賀博典　他

2018年の台北で開催された第 7 回日台スライ
ドカンファレンスを最後にCOVID-19感染拡大の
ため中断しておりましたが，下記の日程で京都に
て開催することになりました．毎回，どの施設か
らも非常に勉強になる症例を提示していただいて
おります．ポスター発表も受け付けております．
英語での講演やdiscussionに参加する大変良い機
会です．初めての方もぜひご参加ください．

演題，観光，懇親会申し込みはHP https://
square.umin.ac.jp/jtcsc 8 th/をご覧頂き，日本
人用Registrationに進んで申し込みをお願い致し
ます．

なお，スライドセミナー当日朝は，都ホテル京
都 八 条 https://www.miyakohotels.ne.jp/kyoto-
hachijo/玄関より貸切バスを準備しておりますの
で（ 8 ：15AM発），ホテル予約の際にはご参考
になさってください．

スライドセミナーのみの参加や観光，Welcome 
Partyの参加についてはいずれかのみの参加でも
結構ですので，申し込みを 3 月15日までによろ
しくお願い致します．

日程：
4 月20日（土）
　京都観光　 8 ：45～17：00ごろ（詳細下記）
　Welcome party　18：00～20：00

4 月21日（日）
　スライドセミナー　 8 ：40～12：40 　　　　 
　Farewell party　　 12：40～14：00 　　　　 

場所：
　京都大学医学部　芝蘭会館　稲盛ホール

参加費：
●京都観光（観光バス，昼食代など） 10,000円
● Welcome party　　10,000円
　ザ サウザンド京都 （バイキング形式）
●スライドセミナー参加費：5,000円
●昼食（Farewell party）： 無料

4 月20日（土）
京都観光予定
8 ：45　 都ホテル京都八条
　　　　　ロビー集合
8 ：50　 ホテル出発（観光バス）
9 ：20　  東山着　二年坂・三年坂・清水寺 寧々

の道　散策
11：00　 東山出発
11：30　 伏見着　昼食　魚三楼
13：00　 出発
13：15　 伏見稲荷　千本鳥居周辺
14：15　 伏見出発　嵯峨嵐山へ移動
15：30　  野宮神社，竹林の小径，渡月橋　散策，

天龍寺
16：45　 嵯峨出発（観光バス）
17：45　 ザ サウザンド京都着（京都駅に隣接）
18：00　 welcome party　ザ サウザンド京都
20：00　 終了

4 月21日（日）
スライドセミナー　タイムスケジュール
8 ：40  受付
9 ：00～ 9 ：10 開会の挨拶
9 ：10～10：25  スライドカンファレンス前半

（日本 3 例，台湾 2 例）
10：25～11：05  ポスター発表（休憩時間を利

用）
11：05～12：20  スライドカンファレンス後半

（日本 2 例，台湾 3 例）
12：20～12：30  IAP Fukuoka 2026アナウンス
12：30～12：40 閉会の言葉
12：40～　　　  昼 食（Farewell party， 芝 蘭

会館山内ホール）
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事務局よりお知らせ
・ 2024年（令和 6 年）の会費請求書を昨年末に

お送りしています．まだ，お支払いがお済でな
い会員は手続きをお願いします．

　－ 名誉会員・シニア会員の方は会費免除のため
請求はありません．

　－ 専門医資格を取得されたジュニア会員は，
2024年より一般会員へ移行していただきま
す．お手元に届く会費請求書をお確かめのう
えご納入ください．

・ 会員情報に変更のある方は，マイページにて変
更手続きをお願いします．

　 マイページのID・PWがご不明な方，メールア
ドレスを未登録の方は，IAP日本支部学会事務
局までご連絡ください．

・ 2023年よりUSCAP雑誌（Mod Pathol, Lab Invest）
の出版社がElsevierへと交代したことに伴い，
冊子体の送付が廃止されてオンラインでの閲
覧・ダウンロードのみが可能となりました．マ
イページで購読の手続きをされた会員の皆様
は，USCAPのサイト（https://uscap.org）の
メ ン バ ー ア カ ウ ン ト 入 力 ペ ー ジ（https://
www.myuscap.org）でログイン情報（メール
アドレス，PW）を入力して各雑誌（Member 
journal）を閲覧してください．なお，初めて
利用される方はメンバーアカウント入力ベージ
でユーザーアカウントの作成・登録が必要とな
ります．

IAP日本支部学会事務局　担当：平尾
住所：〒162-0801　東京都新宿区山吹町358- 5  
　　　アカデミーセンター
TEL：03-6824-9374／ FAX：03-5227-8631
Email：jdiap-post@as.bunken.co.jp

IAP日本支部入会のご案内
当支部では新会員を随時募集しています．
会員のメリットとして，

1 ）病理診断講習会受講料の割引
　　（会員¥5,000，非会員¥8,000）
2 ）スライドセミナー受講料の割引
　　（ 1 コースあたり
　　　会員¥10,000，非会員¥15,000）

3 ） USCAP関係誌（Mod Pathol, Lab Invest）の
年間講読料ディスカウント

4 ）NEWSLETTER等での情報提供

などがあります．
なお，入会金や年会費等は以下のとおりです．
目下未会員の方にはこの機会にご入会いただき

ますようお願い申し上げます．

また，会員の皆様には近くにおられる非会員に
是非入会をお勧めください．

申し込み方法は支部HP（https://www.iapjapan.
org）にアクセスの上，「Membership」での入会
申し込みページをご覧ください．

参考：2024年 1 月現在の会員数
　 998名（賛助会員を除く）
　　　うち一般会員　　　879名
　　　　　ジュニア会員　 66名
　　　　　シニア会員　　 39名
　　　　　名誉会員　　　 14名

Upcoming Meetings
第113回USCAP Annual Meeting
日時：2024年 3 月23日（土）～28日（木）
場所： Baltimore Convention Center, Baltimore, 

Maryland
URL：https://2024am.uscap.org/ 

第 8 回日台合同スライドカンファレンス
日時：2024年 4 月20日（土）～21日（日）
場所：京都大学
　　（詳細は記事 6 をご覧ください．）

一般会員 シニア
会員

ジュニア
会員 非会員

入会金 1,000円 － 1,000円 －

年会費 6,000円 50,000円
（終身会費） 4,000円 －

病理診断
講習会
受講料

5,000円 無料 3,000円 8,000円

スライド
セミナー
受講料

10,000円 10,000円 5,000円 15,000円

＊ シニア（終身）会員：
　　65歳以上で会員歴20年以上の現会員
　ジュニア（若手）会員：
　　病理専門医資格の未保持者
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第 8 回「ふぁんだめんたる」病理診断講習会
日時：2024年 6 月頃 

日時，開催方式の詳細は決まり次第お知らせします．

第35回IAP Congress 2024
日時：2024年10月27日（土）～31日（木）
場所：Cancun, Mexico
URL：https://iap2024.com/

第17回日韓合同スライドカンファレンス
日時：2025年12月 5 日（金）～ 6 日（土）
場所：北九州市

第36回IAP Congress 2026
日時：2026年10月 8 日（木）～13日（火）
場所：福岡国際会議場
大会長：小田義直（九州大学形態機能病理学）
副大会長：清川貴子（慈恵医科大学病理学）
URL： https://iapjapan.org/meetings/pdf/

poster_2026congress.pdf

J D I A P 賛 助 会 員
賛助会員としてご支援いただいている下記の企

業・団体様には大変お世話になり，心より感謝申
し上げます．なお，賛助会員の年会費は50,000円
であり，IAP日本支部の発行物などをご紹介させ
ていただいています．私共の活動に賛同し，協力
していただける賛助会員をさらに募集しています
ので，会員の皆様からのご紹介やご勧誘をどうぞ
よろしくお願いいたします．

一般社団法人シーピーエル
株式会社キューリンパーセル
株式会社組織科学研究所
株式会社東京セントラルパソロジーラボラトリー
株式会社日本臨床社
株式会社フィリップス ジャパン
株式会社臨床病態医学研究所
アストラゼネカ株式会社
アジレント・テクノロジー株式会社
サクラファインテックジャパン株式会社
ゼク・テック株式会社
平野純薬株式会社
フィンガルリンク株式会社
富士製薬工業株式会社
ホロジックジャパン株式会社
ライカマイクロシステムズ株式会社

編　集　後　記
2024年もスタートし，News Bulletin 1 号の発

行となりました．皆様いかがお過ごしでしょうか．
JDIAPも 3 名の新しい理事を迎え，新たなスター
トとなります．新年早々，能登半島地震や羽田空
港航空機事故など天災，人災が発生し，安全管理
や災害発生後の対応について一層考えさせられる
機会となりました．被害を受けられた方々には心
よりお見舞い申し上げますとともに，一日も早い
復興をお祈りいたしております．本来，今年は甲
辰（きのえ・たつ）年で，辰は龍であり，甲は草
木の成長を意味することから，勢いよく活気ある
年になることが期待される年です．しかし，現在
の世界情勢をみるとロシアのウクライナ侵攻に加
え，イスラエルとガザ（ハマス）との武力対立が
高まり，のっぴきならない状態です．昨今の我が
国の政治・経済の状況からみても，今までとは別
の視点での成長を期待すべきなのかもしれませ
ん．アフターコロナの準備期間ともいえる2023
年を経て，2024年は果たしてどのような発展が
みられるのでしょうか．コロナ禍で蓄積された良
い面を活用していく必要がありますが，AIをはじ
めとしたテクノロジーの発展がどれ程の影響を病
理形態学に及ぼしてくるのか，パリ五輪や米国大
統領選の結果がどのように社会に影響をあたえる
のか見守っていきたいと思います．さて，本年
4 月には 5 年半ぶりに，日台合同スライドカン
ファレンスが京都で開催されます．このような機
会を皮切りにJDIAPの会員の皆様方と一丸とな
り，今後国内外での交流をさらに高めていきたい
と思います．2026年の福岡IAP congressに向け
て，自身も研鑽を積むとともに，そのような交流
の蓄積が集約されていくことを願っています．福
岡congressでは，世界中の多くの病理医に参加
いただき，交流を深める機会となることを期待し
ています．会員の皆様方のご支援，ご協力をお願
い申し上げます．

最後に，令和 6 年能登半島地震で被災された
方々への支援を考えておられる先生方へJDIAPか
らのお知らせです．現在各メディアや企業，団体
等で募金活動が行われておりますが，公的機関や
能登の各市町村への募金サイトを下記のQRコー
ドにまとめてみました．ご参考にしていただけれ
ば幸いです． （湊　宏）

 広報委員会　委員長　久岡正典
 　　　　　副委員長　森谷卓也
 　　　　　　　委員　近藤哲夫
 　　　　　　　委員　湊　宏　
 　　　　　　　委員　柳井広之
 委員　渡邊麗子
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